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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機電界発光素子に供給される電流を制御する有機電界発光駆動回路として、
　ソース端子が階調電圧に相応するデータ信号を伝達するデータラインに結合され、ゲー
ト端子がスキャン信号を伝達するスキャンラインに結合され、前記スキャン信号に応答し
てドレーン端子を通じて前記データ信号を出力する第１スイッチング素子と、
　ゲート端子が前記スキャンライン及び前記第１スイッチング素子のゲート端子に共通結
合され、ソース端子が第１基準電圧を伝達する基準電圧ラインに結合され、ドレーン端子
が前記第１基準電圧を出力する第２スイッチング素子と、
　一端が前記第１スイッチング素子のドレーン端子に結合され、他端が前記第２スイッチ
ング素子のドレーン端子に結合されて、前記データ信号と前記第１基準電圧との差異に相
応する第１基準電圧を保存するストレージキャパシターと、
　ドレーン端子がバイアス電圧を伝達するバイアス電圧ラインに結合され、ゲート端子が
コントロールラインに結合され、ソース端子がバイアス電圧を出力する第１駆動素子と、
　ドレーン端子が前記第１駆動素子のソース端子に連結され、ゲート端子が前記ストレー
ジキャパシターの一端に連結され、ソース端子が前記ストレージキャパシターの他端に連
結されるとともに、前記第１電圧に相応する大きさを有する有機電界発光素子を発光させ
るための電流を前記ソース端子を通じて有機電界発光素子に出力する第２駆動素子と、
　前記スキャン信号に応答して前記スキャン信号の反転信号を前記コントロールラインに
提供する反転部と、
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を含み、
　前記反転部は
　ゲート端子及びソース端子が共通結合されて第２基準電圧に結合され、ドレーン端子が
前記コントロールラインに接続される第１トランジスタと、
　ドレーン端子が前段のスキャンラインに連結され、ゲート端子が結合されたスキャン信
号に応答して前記第２基準電圧と前記前段のスキャンラインのスキャン信号とに応じて前
記反転信号を生成しソース端子を通じて前記コントロールラインに提供する第２トランジ
スタと、
を含むことを特徴とする有機電界発光駆動回路。
【請求項２】
　前記第１及び第２トランジスタはアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなること
を特徴とする請求項１記載の有機電界発光駆動回路。
【請求項３】
　前記第１及び第２トランジスタはＮＭＯＳであることを特徴とする請求項１記載の有機
電界発光駆動回路。
【請求項４】
　流れる電流に対応して光を発光する有機電界発光素子を用いて画像を表示する有機電界
発光表示パネルとして、
　階調電圧に相応するデータ信号を伝達する複数のデータラインと、
　バイアス電圧を伝達する複数のバイアス電圧ラインと、
　順次にアクティブ区間を有する複数のスキャン信号を伝達するスキャンラインと、
　前記各スキャン信号の反転信号を伝達する複数のコントロールラインと、
　複数のアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなり、前記データラインと前記スキ
ャンラインにより区画される領域に形成され、前記スキャンラインの活性化により前記デ
ータ信号に応答してバイアス電圧を制御して前記データ信号に相応する電流を前記有機電
界発光素子に提供する有機電界発光駆動回路と、
を含み、
　前記有機電界発光駆動回路は、
　ソース端子が階調電圧に相応するデータ信号を伝達するデータラインに結合され、ゲー
ト端子がスキャン信号を伝達するスキャンラインに結合され、前記スキャン信号に応答し
てドレーン端子を通じて前記データ信号を出力する第１スイッチング素子と、
　ゲート端子が前記スキャンライン及び前記第１スイッチング素子のゲート端子に共通結
合され、ソース端子が第１基準電圧を伝達する基準電圧ラインに結合され、ドレーン端子
が前記第１基準電圧を出力する第２スイッチング素子と、
　一端が前記第１スイッチング素子のドレーン端子に結合され、他端が前記第２スイッチ
ング素子のドレーン端子に結合されて、前記データ信号と前記第１基準電圧との差異に相
応する第１基準電圧を保存するストレージキャパシターと、
　ドレーン端子がバイアス電圧を伝達するバイアス電圧ラインに結合され、ゲート端子が
コントロールラインに結合され、ソース端子がバイアス電圧を出力する第１駆動素子と、
　ドレーン端子が前記第１駆動素子のソース端子に連結され、ゲート端子が前記ストレー
ジキャパシターの一端に連結され、ソース端子が前記ストレージキャパシターの他端に連
結されるとともに、前記第１電圧に相応する大きさを有する有機電界発光素子を発光させ
るための電流を前記ソース端子を通じて有機電界発光素子に出力する第２駆動素子と、
　前記スキャン信号に応答して前記スキャン信号の反転信号を前記コントロールラインに
提供する反転部と、
を含み、
　前記反転部は
　ゲート端子及びソース端子が共通結合されて第２基準電圧に結合され、ドレーン端子が
前記コントロールラインに接続される第１トランジスタと、
　ドレーン端子が前段のスキャンラインに連結され、ゲート端子が結合されたスキャン信
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号に応答して前記第２基準電圧と前記前段のスキャンラインのスキャン信号とに応じて前
記反転信号を生成しソース端子を通じて前記コントロールラインに提供する第２トランジ
スタと、
を含むことを特徴とする有機電界発光表示パネル。
【請求項５】
　外部から提供される第１画像信号と制御信号に応じて第２画像信号と、第１、第２及び
第３タイミング信号を出力するタイミング制御部と、
　前記第２画像信号と第１タイミング信号に応答してデータ信号を出力するデータ駆動部
と、
　前記第２タイミング信号により複数のスキャン信号を出力するスキャン駆動部と、
　前記第３タイミング信号に基づいてゲートオン/オフ電圧を前記スキャン駆動部に提供
し、バイアス電圧、そして第１及び第２基準電圧を出力する電源発生部と、
　前記データ信号を伝達する複数のデータライン、前記スキャン信号を伝達する複数のス
キャンライン及び前記データラインと前記スキャンラインにより区画された領域に形成さ
れた複数のアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなる有機電界発光駆動回路、前記
バイアス電圧を伝達するバイアス電圧ライン、反転信号を伝達するコントロールラインを
含み、前記スキャン信号に応答して前記データ信号とバイアス電圧を根拠にして有機電界
発光素子に印加される電流を制御して画像を表示する有機電界発光表示パネルと、
　前記スキャン信号に応答して前記スキャン信号の反転信号を前記コントロールラインに
提供する反転部と、
を含み、
　前記有機電界発光駆動回路は、
　ソース端子が階調電圧に相応するデータ信号を伝達するデータラインに結合され、ゲー
ト端子がスキャン信号を伝達するスキャンラインに結合され、前記スキャン信号に応答し
てドレーン端子を通じて前記データ信号を出力する第１スイッチング素子と、
　ゲート端子が前記スキャンライン及び前記第１スイッチング素子のゲート端子に共通結
合され、ソース端子が第１基準電圧を伝達する基準電圧ラインに結合され、ドレーン端子
が前記第１基準電圧を出力する第２スイッチング素子と、
　一端が前記第１スイッチング素子のドレーン端子に結合され、他端が前記第２スイッチ
ング素子のドレーン端子に結合されて、前記データ信号と前記第１基準電圧との差異に相
応する第１基準電圧を保存するストレージキャパシターと、
　ドレーン端子がバイアス電圧を伝達するバイアス電圧ラインに結合され、ゲート端子が
コントロールラインに結合され、ソース端子がバイアス電圧を出力する第１駆動素子と、
　ドレーン端子が前記第１駆動素子のソース端子に連結され、ゲート端子が前記ストレー
ジキャパシターの一端に連結され、ソース端子が前記ストレージキャパシターの他端に連
結されるとともに、前記第１電圧に相応する大きさを有する有機電界発光素子を発光させ
るための電流を前記ソース端子を通じて有機電界発光素子に出力する第２駆動素子と、
を含み、
　前記反転部は
　ゲート端子及びソース端子が共通結合されて第２基準電圧に結合され、ドレーン端子が
前記コントロールラインに接続される第１トランジスタと、
　ドレーン端子が前段のスキャンラインに連結され、ゲート端子が結合されたスキャン信
号に応答して前記第２基準電圧と前記前段のスキャンラインのスキャン信号とに応じて前
記反転信号を生成しソース端子を通じて前記コントロールラインに提供する第２トランジ
スタと、
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記有機電界発光表示パネルは前記第１基準電圧を伝達する第１基準電圧ラインをさら
に含むことを特徴とする請求項５記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
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　前記有機電界発光表示パネルは前記第２基準電圧を伝達する第２基準電圧ラインをさら
に含むことを特徴とする請求項５記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光駆動回路と、これを有する表示パネル及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近大勢の人がより安くて、効率が高い薄くて軽い表示装置を開発するために努力して
おり、そのような表示装置として有機電界発光表示装置が注目されている。
【０００３】
　このようなＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ）は特定有機物または高分子のＥｌｅｃｔｒｏＬｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ（ＥＬ：電気
を加えたとき光を放出する現象）を用いることでバックライトアセンブリを具備しなくて
もいいので、液晶表示装置に比べて薄形化が容易である。さらに、安くて容易に製作する
ことができるだけではなく、広い視野角を有し明るい光を出す長所を有しているため、こ
れに関する研究が全世界的に熱く進行されつつある。
【０００４】
　前記有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示パネルの単位画素に具備されるスイッ
チング素子の存在可否によってアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置とパッシ
ブマトリックス型有機電界発光表示装置とで分けられる。
【０００５】
　一般的なアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置の単位画素はスイッチングト
ランジスタＱＳ、駆動トランジスタＱＤ、ストレージキャパシターＣＳＴ及び有機電界発
光素子ＥＬで構成される。
【０００６】
　動作時、ＣＲＴのような表示装置に比べて輝度が相対的に低くて一つの横ラインを選択
するときのみ発光される受動駆動方式の代りに、発光デューティサイクル（ｄｕｔｙ　ｃ
ｙｃｌｅ）を大幅に増やしたアクティブ駆動方式を使用する。このとき、有機電界発光素
子ＥＬの活性層は注入された電流密度に比例して光を発散する。
【０００７】
　一般的に、有機電界発光表示装置は、アモルファスシリコントランジスタの工程より製
造工程上の費用が高いポリシリコントランジスタを利用する。それは、アモルファスシリ
コンは、ポリシリコンに比べて運動性が低く、Ｐ型トランジスタで具現が難しく、バイア
スストレス安定性に問題があるからである。
【０００８】
　特に、前記したアモルファスシリコントランジスタの場合、Ｐ型トランジスタの形成が
困難であるので、基本的にｎ型トランジスタのみで駆動回路を構成しなければならない。
電流駆動方式の有機ＥＬ表示の場合、特にＡＭ方式の場合、グレイ具現のためにはＥＬ素
子に流れる電流を調節しなければならない。
【０００９】
　外部から印加するデータ信号に応じて有機電界発光素子ＥＬに流れる電流を調節するた
めには、前記有機電界発光素子ＥＬに薄膜トランジスタＴＦＴ（または駆動トランジスタ
（ＱＤ））を直列に連結させて、データ信号を駆動トランジスタＱＤのゲート端に入力す
ることで、駆動トランジスタＱＤのゲート‐ソース電圧Ｖｇｓによるチャンネルコンダク
タンスを制御する。
【００１０】
　このとき、前記駆動トランジスタＱＤをｐ型で具現すると、バイアス電圧ラインＶＬが
一定の高い電位値を有するので、駆動トランジスタＱＤのバイアス電圧ラインＶＬに連結
された電極がソース電極の役割をし、駆動トランジスタＱＤのゲート‐ソース電圧Ｖｇｓ
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の大きさはデータラインＤＬを通じて駆動トランジスタＱＤのゲート端に入力されるデー
タ電圧により決定される。
【００１１】
　しかし、駆動トランジスタＱＤとしてｎ型を使用すると、駆動トランジスタＱＤの有機
電界発光素子ＥＬと連結された電極が、ソース電極の役割をする。そして、前記駆動トラ
ンジスタＱＤと有機電界発光素子ＥＬとが連結されたノードの電圧は、一定の値を有しな
いで、以前フレームに対応するデータ電圧に従属するか、実際に外部から印加するデータ
電圧の可変範囲（ｄｙｎａｍｉｃ　ｒａｎｇｅ）に比べて駆動トランジスタＱＤのゲート
‐ソース電圧Ｖｇｓの範囲が顕著に減少される。従って、一般的に、有機電界発光表示パ
ネルに含まれる駆動トランジスタはｎ型の代りにｐ型を使用する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明はｎ型を適用することができるアモルファスシリコントランジスタを有機電界発
光表示パネルに使用できるようにすることで、製造原価が節減される有機電界発光駆動回
路を提供する。
【００１３】
　また、本発明は前記した有機電界発光駆動回路を含む有機電界発光表示パネルを提供す
る。
【００１４】
　さらに、本発明は前記した表示パネルを有する有機電界発光表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一実施例による有機電界発光駆動回路はスキャンラインから提供されるスキャ
ン信号により制御される第１スイッチング素子と、前記スキャン信号により第１スイッチ
ング素子と共通で制御される第２スイッチング素子と、前記第２スイッチング素子を通じ
て供給された第１基準電圧を有機電界発光素子の一端に提供する駆動素子とを含むことを
特徴とする有機電界発光駆動回路を含む。
【００１６】
　本発明の他の実施例による有機電界発光駆動回路はデータラインとスキャンラインによ
り区画される領域に形成され印加される電流に応答して有機電界発光素子が発光すること
ができるようにする。前記有機電界発光駆動回路はストレージキャパシター、第１スイッ
チング素子、第２スイッチング素子及び駆動素子で構成される。前記第１スイッチング素
子はスキャンラインから提供されるスキャン信号に応答してデータラインを通じて伝達さ
れるデータ信号を前記ストレージキャパシターの一端に提供する。前記第２スイッチング
素子は前記スキャン信号に応答して第１基準電圧を前記ストレージキャパシターの他端に
提供する。前記駆動素子は前記ストレージキャパシターに充電された電圧を制御信号にし
てバイアス電圧レベルを制御して前記有機電界発光素子を発光させるための電流を提供す
る。前記第１及び第２スイッチング素子と前記駆動素子はアモルファスシリコン薄膜トラ
ンジスタであることが望ましい。
【００１７】
　また、本発明の他の実施例による有機電界発光駆動回路は、第１スイッチング素子と、
第２スイッチング素子、ストレージキャパシター、第１駆動素子及び第２駆動素子を含む
。前記第１スイッチング素子はスキャンラインから供給されるスキャン信号に応答してデ
ータラインから供給される階調電圧に相応するデータ信号を出力する。前記第２スイッチ
ング素子は前記スキャン信号に応答して第１基準電圧ラインから提供される第１基準電圧
を出力する。前記ストレージキャパシターは前記データ信号の電圧と前記第１基準電圧と
の電圧差に相応する第１電圧を保存する。前記第１駆動素子は前記スキャン信号に反転さ
れた反転信号に応答してバイアス電圧ラインから提供されるバイアス電圧を提供する。前
記第２区動素子は前記第１電圧を制御信号にして前記バイアス電圧のレベルを制御して前
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記第１電圧に相応する大きさを有する電流を前記有機電界発光素子に提供する。前記第１
及び第２スイッチング素子と、前記第１及び第２駆動素子はアモルファスシリコン薄膜で
あることが望ましい。
【００１８】
　また、本発明のまたの他の実施例による有機電界発光駆動回路は第１スイッチング素子
、第２スイッチング素子、ストレージキャパシター、第１駆動素子及び第２駆動素子を含
む。前記第１スイッチング素子は第１端が階調電圧に相応するデータ信号を伝達するデー
タラインに結合され、第２端がスキャン信号を伝達するスキャンラインに結合され、前記
スキャン信号に応答して第３端を通じて前記データ信号を出力する。
【００１９】
　前記第２スイッチング素子は第４端が前記スキャンライン及び前記第１スイッチング素
子の第２端に共通結合され、第５端が第１基準電圧を伝達する基準電圧ラインに結合され
る。前記ストレージキャパシターは一端が前記第１スイッチング素子の第３端に結合され
、他端が前記第２スイッチング素子の第６端に結合され、前記データ信号と前記第１基準
電圧との差異に相応する第１電圧を保存する。前記第１駆動素子は第７端がバイアス電圧
を伝達するバイアス電圧ラインに結合され、第８端がコントロールラインに結合される。
前記第２駆動素子は第１０端が前記第１駆動素子の第９端に連結され、第１１端が前記ス
トレージキャパシターの一端に連結され、前記第１電圧に相応する大きさを有する有機電
界発光素子を発光させるための電流を第１２端を通じて有機電界発光素子に出力する。
【００２０】
　また、本発明のまたの他の実施例による有機電界発光表示パネルは、流れる電流に対応
して光を発光する有機電界発光素子を利用して画像を表示することができる。前記有機電
界発光表示パネルは階調電圧に相応するデータ信号を伝達する複数のデータライン、バイ
アス電圧を伝達する複数のバイアス電圧ライン、順次にアクティブ区間を有する複数のス
キャン信号を伝達する複数のスキャンライン、前記各スキャン信号の反転信号を伝達する
複数のコントロールライン、及び有機電界発光駆動回路を含む。前記有機電界発光駆動回
路は複数のアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなり、前記データラインと前記ス
キャンラインにより区画される領域に形成され、前記スキャンラインの活性化により前記
データ信号に応答して前記バイアス電圧を制御して前記データ信号に相応する電流を前記
有機電界発光素子に提供する。
【００２１】
　また、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置は、タイミング制御部、
データ駆動部、スキャン駆動部、電源発生部、有機電界発光駆動回路及び有機電界発光表
示パネルを含む。前記記タイミング制御部は外部から提供される第１画像信号と制御信号
に応じて第２画像信号と、第１、第２及び第３タイミング信号を出力する。前記データ駆
動部は前記第２画像信号と第１タイミング信号に応答してデータ信号を出力する。前記ス
キャン駆動部は前記第２タイミング信号に応じて複数のスキャン信号を出力する。前記電
源発生部は前記第３タイミング信号を根拠にしてゲートオン/オフ電圧を前記スキャン駆
動部に提供し、バイアス電圧、そして第１及び第２基準電圧を出力する。前記有機電界発
光表示パネルは前記データ信号を伝達する複数のデータライン、前記スキャン信号を伝達
する複数のスキャンライン及び前記データラインと有機電界発光駆動回路を含む。前記有
機電界発光駆動回路は前記スキャンラインにより区画された領域に形成された複数のアモ
ルファスシリコン薄膜トランジスタからなり、前記スキャン信号に応答して前記データ信
号と前記バイアス電圧を根拠にして有機電界発光素子に印加される電流を制御して画像を
表示するように制御する。　　
【００２２】
　このような有機電界発光駆動回路と、これを含む表示パネル及び表示装置は有機電界発
光表示パネルに具備される駆動素子としてアモルファスシリコン薄膜トランジスタを使用
することができて製造原価を節減することができる。　　　　
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の望ましい一実施例をより詳細に説明する。
【００２４】
　図１は有機電界発光表示装置の単位画素を示すための図面で、特に、アクティブマトリ
ックス型有機電界発光表示装置の単位画素を示す。
【００２５】
　図１に示されたように、本発明の一実施例による有機電界発光駆動回路は、データ信号
を伝達するデータラインＤＬｎとスキャン信号を伝達するスキャンラインＳＬｎとバイア
ス電圧ＶＤＤを伝達するバイアス電圧ラインＶＬｎにより区画される領域に形成された第
１スイッチングトランジスタＱＳ１、第２スイッチングトランジスタＱＳ２、ストレージ
キャパシターＣＳＴ、駆動トランジスタＱＤを含んで、有機電界発光素子ＥＬに印加され
る電流を制御する。
【００２６】
　前記した第１及び第２スイッチングトランジスタＱＳ１、ＱＳ２は、ＮＭＯＳで具現可
能であるアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなり、前記した駆動トランジスタＱ
ＤもＮＭＯＳで具現可能であるアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなる。
【００２７】
　第１スイッチングトランジスタＱＳ１は、ソースがデータラインＤＬｎに連結され、ゲ
ートがスキャンラインＳＬｎに連結され、前記スキャン信号によりドレーンを通じて前記
データ信号をオン/オフ出力する。
【００２８】
　第２スイッチングトランジスタＱＳ２はゲートが前記第１スイッチングトランジスタＱ
Ｓ１のゲートと共通であり、スキャンラインＳＬｎに連結される。また、ソースが基準電
圧ＶＲＥＦを伝達する基準電圧ラインＶＲＬに連結されて、前記スキャン信号によりドレ
ーンを通じて前記基準電圧ＶＲＥＦをオン/オフ出力する。前記基準電圧ＶＲＥＦは外部
から別途に提供されることもでき、グラウンド電位を利用するか前記有機電界発光素子Ｅ
Ｌに連結されて共通電圧を利用することもできる。基準電圧ラインＶＲＬは、スキャンラ
インの延在方向と同一に延伸され、基準電圧ＶＲＥＦを伝達する。
【００２９】
　ストレージキャパシタＣＳＴは、一端が前記第１スイッチングトランジスタＱＳ１のド
レーンに連結され、他端が第２スイッチングトランジスタＱＳ２のドレーンに連結されて
、一つのフレームの間前記第１スイッチングトランジスタＱＳ１を経由するデータ信号を
保存する。具体的に、前記データ信号は第２スイッチングトランジスタＱＳ２を経由する
基準電圧ＶＲＥＦ（ノードＮ１電圧）と、第１スイッチングトランジスタＱＳ１を経由す
るデータ信号電圧（ノードＮ２電圧）との差電圧である。
【００３０】
　駆動トランジスタＱＤはドレーンバイアス電圧ラインＶＬに連結され、ゲートが前記ス
トレージキャパシタＣＳＴの一端に連結され、ソースが有機電界発光素子ＥＬに連結され
る。
【００３１】
　動作時、スキャンラインに高レベルのスキャン信号が印加されると、第１及び第２スイ
ッチングトランジスタＱＳ１、ＱＳ２はターンオンされ、第１及び第２スイッチングトラ
ンジスタＱＳ１、ＱＳ２がターンオンされた状態でデータ電圧が駆動トランジスタＱＤの
ゲートに印加される。
【００３２】
　また、駆動トランジスタＱＤのソースには、常に基準電圧ＶＲＥＦが印加されるので、
ストレージキャパシタＣＳＴには前記データ電圧と基準電圧ＶＲＥＦとの間の差電圧であ
るゲート-ソース電圧が保存され、一つのフレームの間表示動作を遂行する有機電界発光
素子ＥＬに発光に必要とされる電流を提供する。　
【００３３】
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　図２は本発明の他の実施例による有機電界発光駆動回路を示すための図面である。
【００３４】
　図２に示されたように、本発明の他の実施例による有機電界発光駆動回路は、データ信
号を伝達するデータラインＤＬｎ、スキャン信号を伝達するスキャンラインＳＬｎ及びバ
イアス電圧ＶＤＤを伝達するバイアス電圧ラインＶＬｎにより区画される領域に形成され
た第１スイッチングトランジスタＱＳ１、第２スイッチングトランジスタＱＳ２、ストレ
ージキャパシターＣＳＴ、第１駆動トランジスターＱＤ１及び第２駆動トランジスターＱ
Ｄ２及び反転部（ｉｎｖｅｒｔｅｒ）を含んで、有機電界発光素子ＥＬに印加される電流
を制御する。
【００３５】
　前記した第１及び第２スイッチングトランジスタＱＳ１、ＱＳ２はＮＭＯＳで具現可能
であるアモルファスシリコン薄膜トランジスタ（ａ－Ｓｉ　ＴＦＴ）からなり、前記した
第１及び第２駆動トランジスタＱＤ１、ＱＤ２もＮＭＯＳで具現可能であるアモルファス
シリコン薄膜トランジスタからなる。
【００３６】
　第１スイッチングトランジスタＱＳ１はソースがデータラインＤＬｎに連結され、ゲー
トがスキャンラインＳＬｎに連結され、前記スキャン信号に応じてドレーンを通じて前記
データ信号をオン/オフ出力する。
【００３７】
　第２スイッチングトランジスタＱＳ２は、ゲートが前記第１スイッチングトランジスタ
ＱＳ１のゲートに共通され、ソースが第１基準電圧ＶＲＥＦ１を伝達する第１基準電圧ラ
インＶＲＬ１に連結されて、前記スキャン信号に応じてドレーンを通じて前記第１基準電
圧ＶＲＥＦ１をオン/オフ出力する。前記第１基準電圧ＶＲＥＦ１は、外部から別途に提
供されることができ、グラウンド電位を利用するか有機電界発光素子ＥＬに連結された共
通電圧ＶＣＯＭを利用することもできる。
【００３８】
　ストレージキャパシターＣＳＴは、一端が前記第１スイッチングトランジスタＱＳ１の
ドレーンに連結され、他端が第２スイッチングトランジスタＱＳ２のドレーンに連結され
る。そして、一つのフレームの間、前記第１スイッチングトランジスタＱＳ１を経由する
データ信号を保存する。具体的に、前記データ信号は第２スイッチングトランジスタＱＳ
２を経由する第１基準電圧ＶＲＥＦ１と第１スイッチングトランジスタＱＳ１を経由する
データ信号との差電圧（ノードＮ１電圧とノードＮ２電圧との差電圧）である。
【００３９】
　第１駆動トランジスタＱＤ１は、ドレーンが前記バイアス電圧ラインＶＬｎに連結され
、ゲートがコントロールラインＣＬｎに連結される。
【００４０】
　第２駆動トランジスタＱＤ２は、ドレーンが第１駆動トランジスタＱＤ１のソースに連
結され、ゲートが前記ストレージキャパシターＣＳＴの一端に連結され、ソースが有機電
界発光素子ＥＬに連結される。第２駆動トランジスタＱＤ２のソース電圧が変化すると、
第２駆動トランジスタＱＤ２のゲート電圧も変化するので、前記第２駆動トランジスタの
ゲート‐ソース電圧を正確に保持することができる。また、前記第１駆動トランジスタＱ
Ｄ１は第２駆動トランジスタＱＤ２に印加されるバイアス電圧ＶＤＤを完全に遮断するス
イッチ役割を遂行する。
【００４１】
　前記反転部ｉｎｖｅｒｔｅｒは、第１及び第２リバーストランジスタＱＩ１、ＱＩ２か
らなり、スキャンラインＳＬｎの活性化により、前記第１駆動トランジスタＱＤ１の完全
ターンオフを制御するための反転信号を前記コントロールラインＣＬｎに出力する。前記
第１及び第２リバーストランジスタＱＩ１、ＱＩ２はＮＭＯＳで具現可能なアモルファス
シリコン薄膜トランジスタからなる。
【００４２】
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　具体的に、第１トランジスタＱＩ１はソースとゲートが共通され第２基準電圧ＶＲＥＦ
２に連結される。例えば、第２基準電圧ＶＲＥＦ２はゲートオン電圧Ｖｏｎとして高レベ
ルを有する。第２トランジスタＱＩ２はドレーンが、スキャンラインＳＬｎの前段のスキ
ャンラインＳＬｎ－１に連結され、ＶＩＮ端子を通じてゲートに連結されたスキャンライ
ンＳｎの活性化により前記反転信号をＶＯＵＴ端子を通じて前記コントロールラインＣＬ
ｎに出力する。
【００４３】
　前記反転部は互いに隣接する２つのデータラインと互いに隣接する２つのスキャンライ
ンにより区画される画素それぞれに存在することができる。しかし、一つのスキャンライ
ンは共通で動作するので一つのスキャンラインを基準として一つに反転部のみを配置させ
ることもできる。このような共通構造は一つのスキャンラインに一つの反転部を形成する
ようになるので配線構造を簡単にすることができ、開口率側面でも有利である。
【００４４】
　動作時、現在のスキャンラインＳＬｎに高レベルのスキャン信号が印加されると、第１
及び第２スイッチングトランジスタＱＳ１、ＱＳ２がターンオンされ、第１及び第２スイ
ッチングトランジスタＱＳ１、ＱＳ２がターンオンされた状態でデータ電圧が第２駆動ト
ランジスタＱＤ２のゲートに印加される。
【００４５】
　また、第２駆動トランジスタＱＤ２のソースには常に第１基準電圧ＶＲＥＦ１が印加さ
れるのでストレージキャパシターＣＳＴには前記データ電圧と第１基準電圧ＶＲＥＦ１と
の差電圧であるゲート‐ソース電圧Ｖｇｓが保存されて有機電界発光素子ＥＬに発光に必
要とされる電流を提供する。
【００４６】
　現在のスキャンラインＳＬｎに高レベルのスキャン信号が印加されるにより、スキャン
ラインＳＬｎの前段のスキャンラインＳＬｎ－１はローレベルを有し、第１及び第２トラ
ンジスタＱＩ１、ＱＩ２がターンオンされて、前記ローレベルの以前スキャンラインの電
圧がローレベルの反転信号として第１駆動トランジスタＱＤ１のゲートに印加される。
【００４７】
　第２駆動トランジスタＱＤ２と直列に連結された第１駆動トランジスタＱＤ１が完全に
ターンオフされるので、第２駆動トランジスタＱＤ２のゲート‐ソース電圧Ｖｇｓ即ち、
データ電圧と第１基準電圧ＶＲＥＦ１との差電圧が正確にストレージキャパシターＣＳＴ
に保存されて、一つのフレームの間の表示動作を遂行することができるように前記有機電
界発光素子ＥＬに発光に必要とされる電流を提供する。
【００４８】
　即ち、前記第１駆動トランジスタＱＤ１は、反転部により完全ターンオフされる。この
とき、第２駆動トランジスタＱＤ２がターンオンされた状態で前記ストレージキャパシタ
ーＣＳＴに、データ電圧と基準電圧ＶＲＥＦとの間の差電圧である第２駆動トランジスタ
ＱＤ２のゲート-ソース電圧Ｖｇｓが充電される。ここで、第２駆動トランジスタＱＤ２
のソースに、バイアス電圧ラインＶＬｎからバイアス電圧ＶＤＤと共通電圧ＶＣＯＮと基
準電圧ＶＲＥＦとの相互関係による任意の電圧が印加されても、駆動トランジスタＱＤ２
のチャンネルコンダクタンスを決定するゲート-ソース電圧Ｖｇｓが前記データ信号の電
圧変化を反映してストレージキャパシターＣＳＴに保存されるようにすることができる。
【００４９】
　図３は前記した図２の反転部の動作を等価回路的に示すための図面である。
【００５０】
　図２及び図３に示すように、任意のスキャンラインＳＬｎに高レベルのスキャン信号が
ＶＩＮ端子を通じてトランジスタＱＩ１に印加されると、前記スキャンラインに連結され
た第２トランジスタＱＩ２がターンオンされて反転信号である出力電圧ＶＯＵＴは下記す
る数式（１）によって決定される。ここで、第１トランジスタＱＩ２は一種のダイオード
として動作する。
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　ＶＯＵＴ＝ＶＲＥＦ２－Ｒ１×（ＶＲＥＦ２－ＶＯＦＦ）/（Ｒ１＋Ｒ２）・・（１）
　ここで、Ｒ１は第１トランジスタＱＩ１の等価抵抗であり、Ｒ２は第２トランジスタＱ
Ｉ２のターンオン抵抗であり、ＶＲＥＦ２は第２基準電圧であり、ＶＯＥＦはローレベル
のスキャン電圧である。
【００５１】
　第２基準電圧ＶＲＥＦ２とローレベルのスキャン電圧ＶＯＥＦから第１駆動トランジス
タＱＤ１をターンオフさせるための電圧を得るために、第１トランジスタＱＩ１と第２ト
ランジスタＱＩ２のサイズは前記した数式（１）に合わせて設計することが望ましい。前
記したトランジスタのサイズはＷ/Ｌ比により決定される。
【００５２】
　一方、前記スキャンラインＳＬｎにローレベルの電圧が印加されると、第２トランジス
タＱＩ２がオフされて、出力電圧ＶＯＵＴは高レベルの第２基準電圧ＶＲＥＦ２になって
第１駆動トランジスタＱＤ１のゲートに入力されて第１駆動トランジスタＱＤ１は持続的
にターンオン状態を保持する。
【００５３】
　図４は本発明の一実施例による有機電界発光表示装置を示すための図面である。特に、
アクティブマトリックス型有機電界発光表示装置を示す。
【００５４】
　図４に示すように、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置は、タイミング制御
部１００、画像信号の提供を受けてデータ信号を出力するデータ駆動部２００、タイミン
グ信号の提供を受けスキャン信号を出力するスキャン駆動部３００、複数の電源電圧を提
供する電源供給部４００及び前記スキャン信号が提供されることにより前記データ信号に
対応する電流の量を調節して光を発光する有機電界発光表示パネル５００を含む。
【００５５】
　タイミング制御部１００は外部のグラフィックコントローラ（図示せず）などから第１
画像信号Ｒ、Ｇ、Ｂとこれの出力を制御する制御信号の提供を受け、第１及び第２タイミ
ング信号ＴＳ１、ＴＳ２を生成し、生成された第１タイミング信号ＴＳ１を第２画像信号
Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’と共にデータ駆動部２００に出力し、生成された第２タイミング信号Ｔ
Ｓ２をスキャン駆動部３００に出力し、前記電源電圧の出力を制御する第３タイミング信
号ＴＳ３を電源供給部４００に出力する。
【００５６】
　データ駆動部２００は、前記第２画像信号Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’と第１タイミング信号ＴＳ
１の提供を受けてデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、...Ｄｎ．．．、Ｄｐ）を有機電界発光表示
パネル５００のデータラインＤＬｎに出力する。前記データ信号は階調に対応する電圧で
ある。
【００５７】
　スキャン駆動部３００は、前記第２タイミング信号ＴＳ２の提供を受けて複数のスキャ
ン信号（Ｓ１、Ｓ２、．．．Ｓｎ．．．、Ｓｑ）を有機電界発光表示パネル５００のスキ
ャンラインＳＬｎに順次に出力する。
【００５８】
　電源供給部４００は、第３タイミング信号ＴＳ３の提供を受けてゲートオン/オフ電圧
ＶＯＮ/ＶＯＦＦをスキャン駆動部３００に提供し、共通電圧ＶＣＯＭ、バイアス電圧Ｖ
ＤＤ、第１及び第２基準電圧ＶＲＥＦ１、ＶＲＥＦ２を有機電界発光表示パネル５００に
提供する。
【００５９】
　有機電界発光表示パネル５００はデータラインＤＬｎ、バイアス電圧ラインＶＬｎ、ス
キャンラインＳＬｎ、コントロールラインＣＬｎ、互いに隣接する２つのデータラインＤ
Ｌｎ－１及びＤＬｎと互いに隣接する２つのスキャンラインＳＬｎ－１及びＳＬｎによっ
て区画されて形成され複数のアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなる有機電界発
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光駆動回路４１０、前記有機電界発光駆動回路４１０に連結された有機電界発光素子ＥＬ
及び前記コントロールラインＣＬｎに反転信号を提供する反転部（ｉｎｖｅｒｔｅｒ）４
２０を含む。
【００６０】
　具体的に、データラインＤＬは、図４において、縦方向に延伸され横方向にｐ個配列さ
れて、データ駆動部２００から提供されるデータ信号を前記有機電界発光駆動回路に伝達
する。
【００６１】
　バイアス電圧ラインＶＬは、縦方向に延伸され横方向にｐ個配列され、電源供給部４０
０から提供されるバイアス電圧ＶＤＤを前記有機電界発光駆動回路４１０に伝達する。
【００６２】
　スキャンラインＳＬは、横方向に延伸され縦方向にｑ個配列されて、スキャン駆動部３
００から提供されるスキャン信号を前記有機電界発光駆動回路４１０に順次に伝達する。
【００６３】
　コントロールラインＣＬは、横方向に延伸され、縦方向にｑ個配列されて、反転信号を
前記有機電界発光駆動回路４１０に伝達する。
【００６４】
　図示していないが、一端が前記有機電界発光駆動回路に連結された有機電界発光素子Ｅ
Ｌの他端には、共通電圧ＶＣＯＭを印加するための別途の共通電圧ラインをさらに具備す
ることができる。
【００６５】
　また、第１基準電圧ＶＲＥＦ１を伝達するための第１基準電圧ラインと、第２基準電圧
ＶＲＥＦ２を伝達するための第２基準電圧ラインをさらに具備することができる。
【００６６】
　前記有機電界発光駆動回路４１０は、例えば、２つのスイッチングトランジスタ（ＱＳ
１、ＱＳ２）と、一つのストレージキャパシターＣｓｔと、２つの駆動トランジスタＱＤ
１、ＱＤ２で構成され、前記した図２で説明したのと同一であるのでその説明は省略する
。
【００６７】
　前記反転部４２０は、ＮＭＯＳで具現可能である２つのアモルファスシリコン薄膜トラ
ンジスタＱＩ１、ＱＩ２からなり、スキャンラインの活性化により、前記駆動トランジス
タのうち一つＱＤ１を完全にターンオフするための反転信号を前記コントロールラインＣ
Ｌｎに出力する。
【００６８】
　以上では、反転部４２０を一つのスキャンラインに具現したこと説明したが、画素の有
機電界発光駆動回路４１０毎にそれぞれの反転部を具現することもできる。
【００６９】
　また、一端を通じてスキャン信号を伝達するスキャンラインＳＬの他端に、前記反転部
を具現するのを具現したが、一端を通じてスキャン信号を伝達するスキャンラインの一端
に前記反転部を具現することもできる。特に、前記スキャンラインのＲＣ遅延により前記
スキャン信号が歪曲される点と前記コントロールラインＣＬｎのＲＣ遅延により前記反転
信号が歪曲される点を勘案すると、前記スキャン信号が入力される側と前記反転信号が入
力される側を一致させて同一の駆動回路に印加されるスキャン信号や反転信号の歪曲程度
を一致させることができる。
【００７０】
　以上、本発明の一実施例では反転部４２０を有機電界発光表示パネル５００に具備する
ことを説明したが、下記する図５のように別途に分離することもできる。
【００７１】
　図５は本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置を示すための図面である。特に
、アクティブマトリックス状有機電界発光表示装置を示す。
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【００７２】
　図５に示すように、本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置はタイミング制御
部１００、画像信号の提供を受けてデータ信号を出力するデータ駆動部２００、タイミン
グ信号の提供を受けスキャン信号を出力するスキャン駆動部３００、電源電圧を提供する
電源供給部４００、反転部４２０及び前記スキャン信号が提供されるによって前記データ
信号に対応する電流の量を調節して光を発光する有機電界発光表示パネル７００を含む。
前記した図４と比べて同一の構成要素に対しては同一の図面番号を付与し、その詳細な説
明は省略する。
【００７３】
　前記反転部４２０はＮＭＯＳで具現可能な２つのアモルファスシリコン薄膜トランジス
タＱＩ１、ＱＩ２からなり、有機電界発光表示パネル７００に具備されるスキャンライン
の活性化により、前記有機電界発光駆動回路４１０に具備される駆動トランジスタのうち
一つＱＤ１を完全にターンオフするための反転信号を前記コントロールラインＣＬｎに出
力する。ここで、前記反転部４２０に具備されて一つのスキャンラインに連結される２つ
のトランジスタのうちダイオードの役割をするトランジスタＱＩ１はスキャンドライバー
３００に印加されるゲートオン電圧ＶＯＮと連結される。　
【００７４】
　有機電界発光表示パネル７００は、有機電界発光駆動回路４１０及び前記有機電界発光
駆動回路４１０に連結された有機電界発光素子ＥＬを含む。前記有機電界発光駆動回路４
１０は複数のデータラインＤＬ、バイアス電圧ラインＶＬ、スキャンラインＳＬ、コント
ロールラインＣＬ、互いに隣接する２つのデータラインＤＬと互いに隣接する２つのスキ
ャンラインＳＬにより区画されて形成されアモルファスシリコン薄膜トランジスタからな
る。具体的に、データラインＤＬは、図５において、縦方向に延伸され横方向にｐ個配列
されて、データ駆動部２００から提供されるデータ信号を前記有機電界発光駆動回路に伝
達する。
【００７５】
　バイアス電圧ラインＶＬは、縦方向に延伸され横方向にｐ個配列されて、電源供給部４
００から提供されるバイアス電圧ＶＤＤを前記有機電界発光駆動回路に伝達する。
【００７６】
　スキャンラインＳＬは横方向に延伸され縦方向にｑ個配列されて、スキャン駆動部３０
０から提供されるスキャン信号を前記有機電界発光駆動回路に順次に伝達する。
【００７７】
　コントロールラインＣＬは横方向に延伸され、縦方向にｑ個配列されて、反転部６００
から提供される反転信号を前記有機電界発光駆動回路に伝達する。
【００７８】
　前記有機電界発光駆動回路４１０に具備される第２スイッチングトランジスタＱＳ２は
、第２端（ゲート）が前記第１スイッチングトランジスタＱＳ１の第２端（ゲート）に共
通され、第３端（ソース）が共通電圧ＶＣＯＭを伝達する共通電圧ライン（図示せず）に
連結されて、前記スキャン信号に応答して前記共通電圧ＶＣＯＭをオン/オフスイッチン
グして出力する。
【００７９】
　ストレージキャパシタＣＳＴは、一端が前記第１スイッチングトランジスタＱＳ１の第
１端（ドレイン）に連結され、他端が第２スイッチングトランジスタＱＳ２の第１（ドレ
イン）端に連結されて、一つのフレームの間前記第１スイッチングトランジスタＱＳ１を
経由するデータ信号を保存する。具体的に、前記データ信号は第２スイッチングトランジ
スタＱＳ２を経由する前記共通電圧ＶＣＯＭと第１スイッチングトランジスタＱＳ１を経
由するデータ信号電圧との差電圧である。
【００８０】
　第１駆動トランジスタＱＤ１は第１端(ドレイン)が前記バイアス電圧ラインＶＬｎに連
結され、第２端（ゲート）がコントロールラインＣＬに連結される。
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　第２駆動トランジスタＱＤ２は第１端（ドレイン）が第１駆動トランジスタＱＤ１の第
３端（ソース）に連結され、第２端（ゲート）が前記ストレージキャパシターＣＳＴの一
端に連結され、第３端が有機電界発光素子ＥＬに連結される。即ち、前記第１駆動トラン
ジスタＱＤ１は第２駆動トランジスタＱＤ２に印加されるバイアス電圧ＶＤＤを完全に遮
断するスイッチ役割を遂行する。
【００８２】
　以上、説明したように、本発明によると有機電界発光表示パネルのそれぞれの画素に具
備されて有機電界発光素子を駆動する駆動素子をＮＭＯＳで形成可能なアモルファスシリ
コン薄膜トランジスタとして具現することで、低価の有機電界発光表示パネルを製作する
ことができる。
【００８３】
　また、有機電界発光素子を駆動する駆動回路は、提供されるデータ電圧やバイアス電圧
を用いて前記有機電界発光素子に電流を供給する電圧駆動方式を用いるので既存の駆動ド
ライバー、即ち、データドライバーやスキャンドライバーをそのまま利用することができ
る。
【００８４】
　また、有機電界発光表示装置の単位画素構造を変更することで外部から印加されるデー
タ電圧の振幅を十分に駆動トランジスタのゲート-ソース電圧として活用することができ
る。
【００８５】
　また、外部から印加するデータ電圧を駆動トランジスタのスイッチング電圧として活用
可能である。
【００８６】
　以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず本発明が
属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れるこ
となく、本発明を修正または変更できる。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明による有機電界発光表示装置の単位画素を示すための図面である。
【図２】本発明による有機電界発光表示装置の単位画素と反転部を示すための図面である
。
【図３】前記した図２の反転部の動作を等価回路的に示すための図面である。
【図４】本発明の一実施例による有機電界発光表示装置を示すための図面である。
【図５】本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置を示すための図面である。
【符号の説明】
【００８８】
ＱＳ１　　　第１スイッチングトランジスタ
ＱＳ２　　　第２スイッチングトランジスタ
ＱＤ１　　　第１駆動トランジスタ
ＱＤ２　　　第２駆動トランジスタ
ＱＩ１　　　第１トランジスタ
ＱＩ２　　　第２トランジスタ
１００　　　タイミング制御部
２００　　　データ駆動部
３００　　　スキャン駆動部
４００　　　電源供給部
５００、７００　　　有機電界発光表示パネル
６００　　　反転部
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摘要(译)

（经修改） 提供一种用于降低制造成本的有机电致发光驱动电路，显示面板和具有该有机电致发光驱动电路的显示装置。 第一开
关元件QS1通过激活扫描线将通过数据线传输的数据电压输出到存储电容器CST的一端，并且第二开关元件QS2输出第一电压并且
将参考电压输出到存储电容器CST的另一端。驱动元件QD由非晶硅薄膜晶体管形成，并连接到存储电容器CST的两端，并提供用
于控制施加的偏置电压电平的电流，以使有机电致发光元件发光。因此，通过使非晶硅薄膜晶体管用作有机发光显示面板中包括的
驱动元件，可以降低制造成本。 点域1
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